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Shinbori et al., 2017; Takahashi et al., 2017]
• 便利なツールが整備されたことによって、大学院生、留学生を含む若手研究者や、
退職されたシニア研究者による成果が数多く出ている。[e.g., Sato et al., 2015; 
2017; Noersomadi et al., 2017]
学位論文(代表的なもの)
2017年度︓





• 塩野佑貴、 EAR-RASS観測における音速補正精度に関する研究、京都大学工学部電気電子工学科学士論文, 2016.
• 田畑啓、EAR-RASSによる赤道域の気温プロファイルの観測に関する研究、京都大学大学院情報学研究科通信情報シ
ステム専攻修士論文、 2016.
• Dao, T., Study of post-midnaight field-aligned irregularities at low-latitudes using the Equatorial 
Atmosphere Radar, 名古屋大学理学研究科素粒子宇宙物理学専攻博士論文、2016.2018/06/18 JOSS2018, 地球惑星科学のオープンデータ、オープンサイエンス 14
 太陽地球系物理学分野では、データ公開・データ共有が本
質的であり、オープンデータを進めることで、研究が飛躍的
に進むことが期待される。
 IUGONETツール（統合解析ソフトウェア、メタデータデータ
ベース）は、米国や欧州の機関と国際的に連携しながら開発
が進めてられており、高いインターオペラビリティを備えてい
る。また、アジアやアフリカとの国際ネットワークの構築に特
に力を入れている。
 IUGONETが開発してきたツールは、研究効率を高め成果創
出に貢献するだけでなく、新たな分野横断型研究を促進する。
まとめ
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